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HEADLINES

緊密な関係構築を期待

マレーシア国王歓迎昼食会開催2

観光委員会

オールジャパン体制で訪日プロモーションを3

東京の底ぢから 東京都古書籍商業協同組合
古本屋さん活性化へ「養成講座」5

東
京
商
工
会
議
所
は
、
日
本
商
工
会
議
所
と
合
同
で
９
月
２３
～
２９
日
、
岡
村
正
会
頭

を
団
長
と
す
る
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
し
た
。

日
系
企
業
の
投
資
が
加
速
す
る
ベ
ト
ナ
ム
と
民
主
化
が
進
み
ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
成
長
が
期
待
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
中
で
も
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
両
国
を
訪

問
し
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
副
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
財
界
の
ト

ッ
プ
か
ら
、
日
本
企
業
、特
に
中
小
企
業
の
進
出
に
対
す
る
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
政
財
界
と
の
懇
談
を
中
心
に
行
う
本
団
と
、
現
地
の
工
業
団
地
や

現
地
企
業
の
視
察

・
商
談
会
な
ど
を
行
う
実
務
型
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
同
時
に
派
遣
、
本
団

７９
人
、
実
務
型
４５
人
の
総
勢
１
２
４
人
が
参
加
す
る
大
型
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
な

っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム

日
本
企
業
と
の
連
携
・投
資
促
進
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン

一
行
は
、
２３

～
２６
日
、
チ

ュ
オ
ン

・
タ
ン

・
サ
ン
国
家
主
席
や
ヽ
ブ
ー

・
フ
イ

・
ホ
ア
ン
商
工
相
、

ブ
イ

・
ク
ア
ン

・
ビ
ン
計
画

投
資
相
と
の
懇
談
を
通
じ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
裾
野
産
業
の
育
成
に

向
け
た
日
本
企
業
と
の
協
力

・
連
携
、
中
小
企
業
の
投
資

促
進
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
、
生
産
年
齢

人
口
の
増
加
、
中
間
所
得
層

の
拡
大
に
伴
う
国
内
市
場
の

成
長
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、

恒
常
化
し
て
い
る
貿
易
赤
字

な
ど
が
、
安
定
成
長
の
足
か

せ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
裾
野
産
業
の
育
成
、
工
業

化
の
推
進
に
よ
る
産
業
基
盤

の
構
築
が
重
要
な
政
策
課
題

と
な

っ
て
い
る
。

岡
村
会
頭
ら
は
２４
日
、
ベ

ト
ナ
ム
の
サ
ン
国
家
主
席
を

表
敬
訪
問
し
、
会
談
の
中
で

「
日
本
の
中
小
企
業
の
投
資

先
と
し
て
、
裾
野
産
業
の
育

成
、
工
業
化
を
推
進
す
る
ベ

ト
ナ
ム
が
有
力
な
国
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
サ
ン
国
家
主
席
は
、

「
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
両
国

は
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
強
化
し
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
最
大
級
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
経

済
の
重
点
分
野
と
し
て
、
農

林
水
産
加
工
業
、
鉱
工
業
、

裾
野
産
業
育
成
に
よ
る
製
造

Ｄ業の再構築などを

中準げ
曜籟４はい

価位榔』］剛ヽ
けオ

賠
計画投資相との懇

中̈峠一一り一『̈

蜻
こと
によ
り
、
ベト

け
ナ
ム
の
工業
化
が
進

べ
展
し
て
いく
こと
ヘ

サ ン国 家 主 席 (左か ら 3人 目 )との 会 談 (9月 24日 )

2020年五輪日本招致応援企画⑥

【インタビュー】

バルセロナ 0ア トラ

昨
年
４

下
で
民
主

策
が
進
め
一

で
は
、

ン
ゴ
ン

の
期
待
を
表

し
や
す
い

て
い
く
」
と

た
。
こ
の
懇

日
商
と
計
画

本
の
中
小

進
出
支
援
、

整
備
等
に
資

窒
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バルセロナ・アトラ

ンタ五輪 女子マラ

ソン メダリスト

有森裕子さん  6

2日◆BATIC(国 際会計検定)、
eCO検定 (環境社会検定)
試験申込締切

8日◆常議員会

ビジネス伝言板  10011

http:〃www.facebook,com/tokyocci/

東商を
″つかい
″つくす

東京商工会議所

オフィシャル

facebook′ -ヾ1ゾ

東商 facebook

昨
年
４
月
以
降
、
現
政
権

下
で
民
主
化
と
経
済
開
放
政

策
が
進
め
ら
れ
、
世
界
中
か

ら
注
目
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
、
首
都
ネ
ピ
ド
ー
と
ヤ

ン
ゴ
ン
の
２
都
市
を
２６
～
２９

日
に
訪
間
、
ニ
ャ
ン

・
ト
ゥ

ン
副
大
統
領
、
テ
ィ
ン

・
ナ

イ
ン

・
テ
イ
ン
大
統
領
府
相

ら
と
懇
談
し
た
。

２７
日
に
は
、
ニ
ャ
ン

ｏ
ト

ゥ
ン
副
大
統
領
を
表
敬
訪
問表 敬 訪 間 (9月 27日 )

の
期
待
を
表
明
し
、

「投
資

し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
こ
の
懇
談
会
に
お
い
て
、

日
商
と
計
画
投
資
省
は
、
日

本
の
中
小
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム

進
出
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

格
備
等
に
資
す
る
た
め
の
覚

書
を
締
結
し
、
定
期
的
な
会

合
の
開
催
に
つ
い
て
合
意
し

た
。同

日
に
は
こ
の
覚
書
を
受

け
、
計
画
投
資
省
と
の
共
催

で

「
ベ
ト
ナ
ム
投
資
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
た
。

本
団
と
同
行
し
た
実
務
型

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
企
業

が
運
営
す
る
タ
ン
ロ
ン
エ
業

団
地
を
は
じ
め
、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
が
主
に
運
営
す
る
Ｖ
Ｓ

Ｉ
Ｐ
バ
ク
イ

ン
エ
業
団
地

や
、
進
出
日
系
企
業
を
訪
間

し
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

や
生
活
環
境
の
ほ
か
、
事
業

概
要
や
進
出
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
聞
い
た
。

ン
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
ミ
ン

ガ
ラ
ド
ン
エ
業
団
地
、
日
系

縫
製
工
場
、
日
系
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
を
視
察
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
イ
ン
フ
ラ
、
労
働
環
境
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。問

い
合
わ
せ
は
国
際
部

（容
３
２
８
３

・
７
６
０
９
）

ま
で
。

し
、
外
国
投
資
法
や
経
済
特

区
法
等
の
改
正
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。
同
副
大
統
領

は
、

「諸
外
国
の
例
を
参
考

に
法
律
を
準
備
し
て
い
る
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
鉱
物

等
の
天
然
資
源
、
農
業
、
林

業
分
野
へ
の
日
本
企
業
の
早

期
投
資
に
つ
い
て
要
請
し

た
。
さ
ら
に
、
テ
ィ
ン

・
ナ

イ
ン

・
テ
イ

ン
大
統
領
府

相
、ウ
ィ
ン

・
ミ
ン
商
業
相
、

エ
ー

・
ミ
ン
エ
業
相
ら
を
表

敬
訪
問
、
物
流
環
境
の
整
備

や
経
済
特
区
へ
の
投
資
、
商

業
活
動
の
ラ
イ
セ
ン
ス
手
続

き
の
円
滑
化
、
減
税
措
置
や

日
本
の
技
術
導
入
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

２８
日
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

連
邦
共
和
国
商
工
会
議
所
連

〈
尺
余
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
、

第
９
回
日
本

ｏ
ミ
ャ
ン
マ
ー

助
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ

］年脇疇峰^口岬峰濤

一̈一【詢静蝙棒

搬一国岬̈
『卿論諄

は
な
ど
を
両
国
政
府
に

Ｘ
求め
る共
同声
明を

“採割れ噴一ヽツシヨ

両
国
間
の
早
急
な
投
資
環
境
整
備
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「けいはんな学研都市」は、つくば研究学園都市とともに

国家プロジェクトに位置付けられ、環境。エネルギー、情報

通信等の分野で先端的な研究成果が生まれています。この

機会に、国際戦略総合特区の指定、産学公連携による新産業

倉」出への取組、地理的な優位性など、立地条件にも恵まれた

「けいはんな学研都市」へのこ理解を深めていただきます

ようお願いします。

http://kri‐ p.jpヘァクセス後、下記の順でお申し込みください。
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…
17AN財 )関西文化学術研究都市推進機構 事業推進部 電話0774‐ 95‐6126

●主催/京都府、(公財)関西文化学術研究都市推進機構、京田辺 精華 木津川学研都市行政連絡会
●協賛 協力′/大阪ガス像)、 京阪電気鉄道嵌)、 近畿日本鉄道鉄)、 鰈}京都銀行、鉄)三井住友銀行
●後援/国土交通省、松社)関西経済連合会、東京商工会議所


